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あらまし：小学校教科における情報モラル教育は，社会・理科・家庭科が中心になされていると言える．

本稿の目的は，小学校算数科において情報モラル教育の可能性を示すことである．計算，測定，図形，用

語・記号の４分野について，「数学的知識・技能を活用して正しい情報を得ようとする」，「数学的知識・

技能を活用して相手に正しい情報を伝えようとする」，「社会的観点から数学的知識・技能の有用性を知ろ

うとする」，「集団で協カするために個々が数学的知識・技能を活用して正確で能率的に取り組もうとする」

という道徳的規範の観点に基づいて数学的知識・技能の有用性について検討した． 
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1. はじめに 

小学校学習指導要領の総則において情報モラルが

明示された．「各教科等の指導に当たっては，児童が

コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手

段に慣れ親しみ，コンピュータで文字を入力するな

どの基本的な操作や情報モラルを身に付け，適切に

活用できるようにするための学習活動を充実すると

ともに，これらの情報手段に加え視聴覚教材や教育

機器などの教材・教具の適切な活用を図ること」(5)
 

情報モラルとは「情報社会で適正な活動を行うた

めの基になる考え方と態度」(6)である． 

小学校で情報モラル教育を行う教科は，国語科・

社会科・家庭科が中心になされていると言える．例

えば，「情報モラル教育実践ガイダンス」では国語

科・社会科・家庭科が挙げられている(2)．小学校教

科での情報モラル教育として，例えば，国語科の試

み(1)，社会科の取り組み(3)がある． 

情報モラル教育は，中学校や高校における情報機

器活用において重要であるが，小学校でも情報モラ

ル教育を行っていく必要があろう(9)．ただし小学校

における情報モラル教育は，情報機器活用に関する

ことではなく，教育課程に位置づけ道徳に即して行

われるべきであろう．情報モラル教育は，一般的道

徳規範や情報活用能力の枠の中に位置づけ，広義に

捉えるべきである．そこで，情報モラル教育を行う

教科としてあまり挙げられていない算数科において

情報モラル教育の可能性を探ることも必要であると

言える．本稿の目的は，小学校算数科において情報

モラル教育の可能性を示すことである． 

 

2. 算数科における情報モラルの位置づけ 

2.1 算数科における教材化の枠組み 

数学的知識・技能は，個人や社会の問題を解決す

るための道具と見ることができる．単に数学的知

識・技能を知るだけではなく，数学的知識や技能を

活用し問題を解決できることが重要である．このと

き以下のようなことを明確にすべきである． 

 (1)解決すべき個人や社会の問題 

 (2)数学的知識・技能を活用しない解決 

 (3)数学的知識・技能を活用する解決 

 (4)数学的知識・技能を活用したときの有用性 

図 1 算数科における教材化の枠組み 

情報モラルが関係するのは，(4)である．すなわち

数学的知識・技能の有用性を理解することによって，

数学的知識・技能を活用する考え方や態度を伸ばせ

る．このことは，『小学校学習指導要領解説算数編』

で述べられている．「よさ（筆者註，本稿では「有用

性」と呼ぶ）に気付くということは，算数の価値や

算数を学習する意義に気付くことであり，学習意欲

の喚起や学習内容の深い理解につながり，また，算

数に対して好意的な態度を育てることになる」(7)数

学的知識・技能の有用性には，数学的知識・技能を

活用するときの道徳的規範も含む．数学に関する態

度は，認知的な態度，技能的な態度，情意的な態度

に分ければ，情意的な態度に重点が置かれているが，

認知的な態度や技能的な態度も算数科として重要で

ある． 

2.2 算数科における情報モラル（道徳的規範） 

学習指導要領の「道徳」に示されている４観点に

基づいて，算数科における道徳的規範として以下を

設ける． 

自：（自分）数学的知識・技能を活用して正しい情

報を得ようとする 

他：（他人）数学的知識・技能を活用して相手に正

しい情報を伝えようとする 

然：（自然や崇高）社会的観点から数学的知識・技
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能の有用性を知ろうとする 

集：（集団や社会）集団で協カするために個々が数

学的知識・技能を活用して正確で能率的に取

り組もうとする 

 

3. 算数科各内容における情報モラル 

計算，測定，図形，用語・記号の４分野について

1951 年の『小学校学習指導要領算数科編（試案）』

の記述(4)を参考に数学的知識・技能の有用性につい

て示す． 

3.1 計算 

(1)問題 

個数の全体の大きさを知りたい 

(2)数学的知識・技能を活用しない解決 

指などを使って数える 

(3)数学的知識・技能を活用する解決 

算用数字を用いて計算する 

(4)有用性 

自計算結果が正しく速く簡単に求められる 

他数字や計算が規則正しいことを利用し他人に正

確に伝える 

他計算結果をごまかさない 

然数字は読みやすいもので，数の大きさも簡単に知

ることができる 

集複雑な計算でも集団で分担して計算できる 

集自分の計算結果が誤りであると明確に分かるま

で，他人の結果を安易に受け入れない 

3.2 測定 

(1)問題 

長さや容積を求めたい 

(2)数学的知識・技能を活用しない解決 

歩幅を使う，枡を使う，任意単位を使う 

(3)数学的知識・技能を活用する解決 

巻尺を使う，はかりを使う，標準単位を使う 

(4)有用性 

自測定結果が簡単に正確に求められる 

他誰でも量の大きさを同じように捉えることがで

きる 

他測定結果をごまかさない 

然歩幅が一定になる練習が必要だが，巻尺なら簡単

にできる 

然枡では容積にばらつきが生じるが，重さに着目す

れば正確に求められる 

集共通単位により貿易や分業が容易になった 

集共通単位により人々が協力できるようになった 

3.3 図形 

(1)問題 

大きな建物や複雑な土地を調べたい 

(2)数学的知識・技能を活用しない解決 

実物を観察する 

(3)数学的知識・技能を活用する解決 

縮図や地図を用いる 

(4)有用性 

自物の特徴を簡単に考えることができる 

他図形を用いると自分の考えを簡単に伝える 

然実際に見られないものでも図を活用して簡単に

調べることができる 

集１つの物を分担して作るとき，お互いに形や大き

さを話し合うことができる 

3.4 用語・記号 

(1)問題 

数量に関わる物事を処理する 

(2)数学的知識・技能を活用しない解決 

日常語を用いる，記憶する 

(3)数学的知識・技能を活用する解決 

数学的な用語・記号を用いる 

(4)有用性 

自過程や根拠を分かりやすく記録できる 

自結論を改善したり，誤りを直したりできる 

自用語は物事を抽象化し一般化したものなので，物

事を整理できる 

自結論を導くのに用いた過程や根拠を振り返るこ

とができる 

他過程や根拠を分かりやすく伝える 

他間違えなく伝える 

他他人の結論だけでなく結論を導くのに用いた過

程や根拠も知ることができる 

然間違いを避けるため用語の意味が社会で明確に

決められている 

集用語が曖昧のままだと内容が理解しにくく非効

率である 
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